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１．開会（稲葉補佐）  

本部会には、部会長及び副部会長を置くとございます。昨年度から部会長・副部会長と

も継続して委員にご就任いただいておりますので、引き続き、部会長に薬師寺小学校長の

海老原様、副部会長に南河内中学校学校運営協議会代表の谷萩様にお願いしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

（賛成） 

２ 部会長挨拶（海老原部会長） 

   皆さんこんばんは。昨年に引き続き部会長を仰せつかりました。よろしくお願いしま

す。開校まで２年を切りました。この残された期間の中で、できるだけよい方向で、よ

い準備をしていくために、皆様とともにこの会を運営していきたいと思います。ご協力、

よろしくお願いいたします。 

  

３ 部会員紹介 （自己紹介） 

 

４ 設置要綱について 

（稲葉補佐）    本協議会の設置要綱について事務局より説明します。 

（森口主幹）           〔資料１ 下野市立南河内小中学校設立準備委員会実務作業部会設置要綱に

ついて説明〕 

（稲葉補佐）  それでは、下野市立南河内小中学校設立準備委員会実務作業部会設置要綱第

７条の規定により、ここからの進行は海老原部会長にお願いします。 

５ 経過報告 

（海老原部会長）それでは、経過報告を事務局からお願いします。 

（森口主幹）  〔資料２：これまでの経緯（概要）について説明〕 



（海老原部会長） 事務局より経過報告がありましたが、ご質問等はございますか。 

それでは、議題に移ります。 

６ 議事 

（１）校歌について 

（海老原部会長） 先ほどの経過報告にもありましたが、前回の作業部会で「曲はそのまま

し、歌詞の一部改編」の方向性としましたが、事務局より資料の説明を

お願いします。 

（森口主幹）  〔資料３：新校の校歌について説明〕 

（海老原部会長） ただ今資料の説明がありましたが、ご質問はございますか。 

（舘野部員）    歌詞の最後の「中学生」を「小中学生」にすると、早口になってしまう

のではないでしょうか。例えば「小中生」とかの別の言い回しも考えた

方がいいのではないかと思います。 

（海老原部会長） 舘野部員から、言い回しを変えることも一つの方法ではないかというご

意見がありましたが、いかがですか。 

（田澤部員）    前回、校歌を知らない人のためにも、知っている人が歌ってみてほしい

ということがありましたが、今日は、録音したものを用意しましたので、

聞いてみてはいかがでしょうか。 

 

校歌録音を再生する。 

 

（海老原部会長） 「中学生」を「小中生」でもいいのではないかという意見をいただいた

のですが、その他、どうですか。 

（川俣部員）    曲も変えられるのですか。 

（海老原部会長） 曲は変えないということです。 

（谷萩副部会長） 曲は変えないで歌詞を変えるということですが、「小中生」でいいのかど

うか、他の言葉が浮かぶかどうか、高度な技術が必要になると思います。 

（田澤部員）   事務局でも、舘野部員から出た「小中生」がいいかという声も出ました。

音楽の専門家である音楽の先生に、その前のフレーズから考えて検討し

ていただくというのはいかがでしょうか。 

（海老原部会長） 音楽関係の先生に協力いただいて検討するということですね。他にあり

ますか。 

（竹田部員）   吉田東小学校の校歌の最後が、「我が母校」なので、このフレーズはどう

かと職員から話が出ました。「南河内我が母校」というように。 

（海老原部員）  そうすると、「ああ、われら」も変えなくてはおかしいですよね。 

（海老原部会長） 今、「小中生」、「我が母校」、「小中学生」の３つの意見が出ているところ

ですが、それぞれについてご意見をいただきたいと思います。 

（塩沢部員）   「小中学生」については、「中学生」に慣れている在校の中学生は音数が

合わなくて違和感があるのではないかと思います。 

（高山部員）   「我が母校」と「中学生」とは前の言葉のつながりとして意味が合わなく

なると思いますがどうですか。 

（舘野部員）   歌詞だけを検討してもわかりにくいので、メロディに乗せていくつか作っ

て、それを聴いて考えた方がいいのではないかと思います。 



（倉井部員）   音楽の先生にも検討していただいて、その結果を検討していくのがいい

のではないかと思います。 

（海老原部会長） ここで絞り込むことはせずに、今出ている３つの案で、意味のつながり

も含めて、音楽の先生にご検討いただき、それを再度皆さんで聞いてみ

て検討するということでいかがでしょうか。 

（谷萩副部会長） 次回までに部員の皆様にも考えてきてもらうというのはどうでしょうか。 

（海老原部会長） 次回８月１１日に検討の時間を追加でとって協議するということでよろ

しいですか。 

（田澤部員）    一部改編ということなので、あまり大きく変わるのは一部改編ではなく

なるので注意が必要だと思います。 

（谷萩副部会長） 「ああわれら」から後ということにしますか。 

（海老原部会長） 最後の一行について考えてくるということでよろしいですか。その時に

改めてご意見をいただきたいと思います。 

（２）校章について 

（海老原部会長） それでは次に移ります。先ほどの経過報告にもありましたが、前回の作

業部会で「南河内中学校の校章を基に、地域のデザイン会社にデザイン

をお願いするということ。コンセプトとしては、１年生から９年生まで

通う義務教育学校であること、また、夕顔の花をイメージした黄色と白

は残して欲しい。」の方向性としましたが、事務局より、資料の説明をお

願いします。 

（森口主幹）   〔資料４：新校の校章について説明〕 

（海老原部会長） ただいま、資料の説明がありましたが、ご質問はございますか。 

では、事務局のスケジュール案にもありましたが、まず、アンケートを実

施するに当たっても、候補数が多いと票が割れる可能性もありますので、

候補数を絞りたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

絞るに当たっては、先日の準備委員会では「Ａ案・Ｂ案・Ｈ案」と［Ｃ案・

Ｄ案・Ｅ案］と「Ｆ案・Ｇ案」が、それぞれイメージが似ているので、そ

れぞれから一つに絞ってもよいのではないかとのご意見がございました

が、いかがでしょうか。 

（谷萩副部会長） 大きく３つに分類して、各グループから１つに絞って提案したらどうかと

いうことでしょうか。 

（海老原部会長） そうです。準備委員会からご助言としていただきました。 

（高山部員）   ３つのグループに分けて、その中で皆さんに挙手していただいて決めてい

くというのはいかがでしょうか。 

（伊澤部員）   ８つのデザイン案は、準備委員会でのご意見のように３つに分けられると

思います。高山部員の言われるような方法でよいと思います。 

（川俣部員）   私も賛成です。 

（海老原部員） そのやり方でいいと思います。個人的には、Ａ案とかＢ案よりは、Ｆ案と

かＧ案の方が、これからの学校のイメージがしてさわやかな印象を持ちま

した。いずれにしても、アンケートには入れておいた方がいいと思います。 

（舘野部員）  案によっては、ジャージや制服の色とかぶってしまい、ぼやけてしまうこ

ともあると思います。決め方はグループごとに絞ることに賛成です。 



（澤野部員）   今示されたように、似ているパターンごとに絞った方がよいと思います。 

（五月女部員）  決め方としてはただ今出ているご意見でいいと思います。 

（横島部員）   同じく、それでいいと思います。 

（小林部員）   私も、その決め方でいいと思います。 

（海老原部会長） それでは、３つのグループ分けで、Ａ案・Ｂ案・Ｈ案で一つ、Ｃ案・Ｄ

案・Ｅ案から一つ、Ｆ案・Ｇ案から一つということで、皆さんに挙手を

していただきたいと思います。色に関しては、濃淡や色の変更はできる

という事務局からの説明でした。 

（森口主幹）   デザインがある程度決まりましたら、デザイナーの方で補正作業が入り

ますので、色・形・文字の形の多少の変更はききます。アンケート等に

よって最終的にデザインの原型を一つに絞っていただき、その後にデザ

イナーに微調整を依頼するということになります。 

（谷萩副部会長） Ｃ案、Ｄ案、Ｅ案の花びらは干瓢をモチーフにしているということです

が、Ｃ案は桜の花のように見えますが、この形は、どれも干瓢の花のイ

メージということで大丈夫だということですね。 

（海老原部会長） それでは、各グループごとに、一人１回挙手をお願いします。 

         では一つ目のグループＡ・Ｂ・Ｈ案について聞いていきます。 

Ａ案、５票。Ｂ案、１票。Ｈ案、９票。 

このグループの候補はＨ案ということですね。 

         二つ目のグループＣ・Ｄ・Ｅ案については、Ｄ案には「小中」の文字が

入っていますので、同じ条件で比べるために「小中」抜きのイメージで

考えてください。 

Ｃ案、３票。Ｄ案、８票。Ｅ案、４票。 

このグループの候補はＤ案ということです。 

            ３つめのグループＦ・Ｇ案についてお聞きします。 

Ｆ案、１４票。Ｇ案、１票。 

このグループの候補はＦ案ということになります。 

           それでは、得票の多かった、Ｈ案・Ｄ案・Ｆ案の３候補でアンケートを

とるということでよろしいでしょうか。アンケートの実施対象について

は、現在在籍する児童生徒ということでよろしいでしょうか。では、ア

ンケートを実施して子どもたちの意見を参考にしていくということを本

部会の意見とすることにします。デザインのコンセプトと主旨について

は、担任の先生から説明していただくこととします。 

承認の声。 

 

（３）閉校式・開校式について 

（海老原部会長） それでは、閉校式、開校式について説明をお願いします。 

（田澤部員）   〔資料５：実務作業部会総務部会閉校・開校に向けてのスケジュール（案）

について説明〕 

（海老原部会長） 何かご質問等ございますか。 

         今年の１０月には市の来年度予算要望が始まりますので、こちらもスピ

ードアップして進める必要がありますので、よろしくお願いします。 



（４）学校運営協議会について 

（海老原部会長） 次に、学校運営協議会について説明をお願いします。 

（田澤部員）   〔資料６：実務作業部会総務部会 学校運営協議会新組織編成スケジュー

ル（案）について説明〕 

（海老原部会長） 何かご質問等ございますか。 

         こちらも、各校の学校運営協議会との調整もありますので、引き続きよ

ろしくお願いします。 

（５）歴史コーナー及び制服等の検討状況について 

（海老原部会長） それでは、歴史コーナー及び制服等の検討状況について、学校経営部会

からの案があるとのことですので、提案をお願いします。 

（塩沢部員）  〔資料７：歴史コーナー及び制服等の検討状況について提案〕 

（海老原部会長） ただ今の提案は、学校経営部会で検討したものですが、まず、歴史コー

ナーについての提案についてご意見ございますか。 

（近藤部員）    基本的にはこの会議室の収納棚に収納するということになると思います

が、場合によっては新校舎の多目的室の壁面を利用ということでした。

例えば、収納棚を壁面に貼りつけるのか、収納棚を設置するのか、今後

検討していくことになるのでしょうか。建築工事にこれから入ることに

なりますが、その中で、建設業者と打ち合わせなければならないので、

その方向性を早いうちに出していただければと思います。 

（海老原部会長） 棚の新設は考えていません。 

（伊澤部員）   基本的には、棚はここにあるガラス戸の棚ということですね。 

（谷萩副部会長） 新校舎への通路の所にという話もあったと思いますが、どうですか。 

（海老原部会長） いや、通路ではなく多目的室の中への展示という案でした。 

（谷萩副部会長） そこにも展示するとなると、また、４校で検討しなくてはなりませんね。

この棚に収まるものを考えていくということで、この部屋のこの棚に限っ

てはどうでしょうか。 

（竹田部員）   そういつもりで考えています。 

（海老原部会長） この部屋のみということで、今後、各学校で準備を進めていきたいと思い

ます。 

         続いて、制服について、ご意見等お願いします。 

（高山部員）   現在、ＬＧＢＴと言われていまして、人権上の観点からも男子がスカー

トを選べるなど、例外も認めるという文言を入れておいた方がいいと思い

ます。 

（海老原部会長） 男子もスカートを選べるように選択肢に含めるということですね。 

（竹田部員）   「原則はこの形にする。」としておけばいいのではないでしょうか。 

（海老原部会長） 高山部員、そういう形でいいですか。 

（高山部員）   ありがとうございます。 

（海老原部会長） 制服は、現在南河内中学校のものを継続するということでよろしいでしょ

うか。 

（田澤部員）   保護者の意見を聞いた方がいいと思います。特に女子用のスラックスを採

用することについてのご意見を伺いたいと思います。 

（小林部員）   高校でも、女子のスラックス等は、選択肢としてあり、娘の友人も抵抗な



く穿いているということでした。穿きたければ穿くという感じだと思いま

す。 

（海老原部会長） では、女子用のスラックスを作成する、「原則」の文言を入れるというこ

とでよろしいでしょうか。 

賛成の声 

（海老原部会長） ３の体操着はいかがでしょうか。 

（海老原部員）  現在５年生以下の児童は、開校時からは元の小学校の運動着は使えなくな

るということでしょうか。 

（塩沢部員）   現在の小学校のものを使っていただき、小さくなって、新しいものを買う

時に指定の運動着に切り替えてもらうということです。 

（小林部員）   開校時直前に新しい運動着を示さないで、できるだけ早くお知らせがあれ

ば、新しい運動着に買い換えできる児童が増えるのではないかと思います。 

（塩沢部員）   新１年生が購入できるタイミングでお知らせしたいと思います。 

（舘野部員）   ２年前に絹義務教育学校のＰＴＡとの懇談があった時に運動着の話が出ま

した。それによると、開校して２年経っても、児童の運動着はバラバラの

ままであるが、違和感はないということでしたので、徐々に揃っていくと

いうことでいいのではないかと思います。 

（倉井部員）   白の半袖運動着について、透け防止の点から、色つきのものにしてはどう

かという意見が職員からありました。今の運動着も透けにくいものですが、

昨年、「透けるのが嫌だ。」といった生徒が一人いたとの報告が職員からあ

りました。今年はそのような報告は受けてはおりません。生徒たちはさほ

ど嫌がってはいないと思いますが、保護者の方はお子さんから何か聞いて

いらっしゃいますか。 

（五月女部員）  娘の通う高校は、半袖運動着が綿素材で汗の乾きもよくありません。素材

からいっても南河内中学校のものの方がよかったと言っています。今のま

までいいと思います。 

（海老原部会長） それでは、運動着については、一斉に切り替えるのではなく、買い換え時

に切り替えてもらうということを一言付け加えていくということでよろ

しいでしょうか。 

賛成の声 

（海老原部会長） 次に、４の校帽についていかがでしょうか。 

（高山部員）   １年生から６年生までの着用という点は賛成です。帽子の色については、

子どもたちの安全面を一番に考えて、黄色を推したいと思います。 

（海老原部会長） 現在の薬師寺小はデニム生地で紺色です。 

（田澤部員）   名札についても薬小モデルになりますね。 

（竹田部員）   学校経営部会でも黄色がよいという意見もありましたが、薬師寺小の校帽

の評判がいいので、色は決めませんでした。 

（海老原部会長） 安全性からいうと黄色で、耐久性からいうと６年間かぶれるものというこ

とですね。 

（五月女部員）  耐久性がよいものがよいと思います。薬師寺小のデニム生地の校帽は、６

年間買い替えずに済みました。それ以前のキャップは、２回も買い直しま

した。 



（横島部員）   吉田東小の女子の校帽はベレー帽なのでツバがありません。ツバのある帽

子がよいと思います。 

（小林部員）   ハット型で６年間使えるなら、下の子にも使えるので経済的にもよいと思

います。 

（海老原部会長） 色はどうでしょう。 

（舘野部員）   まず、一つに絞るのか、いくつか示して選ばせるのかということも検討す

べきかと思います。 

（竹田部員）   一つに統一する利点もあります。 

（海老原部会長） 学校としては指導しやすいですね。 

（倉井部員）   校外活動等では、安全面、管理面から子どもたちを守りやすいので、一つ

にした方がよいと思います。 

（海老原部会長） では、ハット型で同一色ということでよろしいですか。 

（伊澤部員）   その素材で、黄色があるのならいいのではないかと思います。 

（海老原部会長） では、校帽の色について決を採ります。 

黄色９票、紺色６票。 

この部会としては、デニムのような耐久性のある生地で黄色の校帽という

ことになります。もしも、耐久性のある素材で黄色がない場合は、どうで

しょうか。 

耐久性がなくても黄色がよい１票、その他の色でよい１４票。 

耐久性のある素材で黄色がない場合はその他の色で検討するということに

したいと思います。 

         次に、５の上履きについてはいかがでしょうか。 

         体育館シューズと上履きを分けることはご了解いただきたいと思います

が、デザインについてはいかがでしょうか。 

（田澤部員）   上履きについて、４年生まではビニール素材、５年生からは布素材になり

ますが、切り替えについて考慮はありますか。 

（塩沢部員）   体育着と同じ考え方でよいと思います。 

（海老原部会長） 切り替えは、買い換えのタイミングでよいということですね。体育館シュ

ーズについてはどうですか。 

（田澤部員）   マジックテープ式と紐式についても、提示はするものの、買い換えのタイ

ミングでよいということでいいと思います。 

（海老原部会長） 「１年～４年、５年～９年」というのは、上履き、体育館シューズともに

「目安として」であるということでいきたいと思います。 

         次に、６の名札についてはいかがですか。 

賛成の声 

         次に、７のヘルメットについていかがですか。現在のヘルメットには、

南河内中の校章シールが貼ってあるということです。 

（高山部員）   新しいデザインの校章シールを貼るということでいいと思います。 

（海老原部会長） 次に、８の赤白帽についてはいかがですか。 

賛成の声 

         ありがとうございました。今回承認いただいた内容は、今後、準備委員会、

推進協議会へ報告させていただきます。 



（６）今後のスケジュールについて 

（海老原部会長） それでは、今後のスケジュールについて説明をお願いします。 

（森口主幹）   〔資料８：令和２年度 南河内小中学校設立に向けた会議等開催スケジュ

ールについて説明〕 

（海老原部会長） 皆様からご意見・ご質問はございますか。 

では、このスケジュールでよろしくお願いします。 

（７）その他 

（海老原部会長） その他、皆様から何かありますか。 

（近藤部員）   〔南河内小中学校建設工事の現況について説明〕 

（海老原部会長） 事務局から何かありますか。 

         本日の議題内容は以上になります。活発なご議論、ご協力ありがとうご

ざいました。 

 

 


